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論　　文　　の　　要　　旨
　実数体、複素数体上の古典群は単純リー群の典型的な例として古くから研究されてきた。一般の
可換環上の古典群は雲代数群の算術的部分群などにもあらわれヨ数論や環論とも関連して重要な研
究課題であるがヨその構造は体のときのように簡単でなく曾研究はあまり進んでいない。
　著者は体上の古典群の生成系に関するE．Ca肋n・J．酬eud㎝此の定理をある条件をもつ可換環上
の古典群に拡張しヨ体上の古輿群のときと類似の性質があることを証明している。以下主定理の結
果を述べよう。
　Rを半局所半遺伝的整域で2を単元としてもつ環とし，VをR上の孤次元自由加群とする。f：
V　xV→Rを非退化な対称双一次形式ヨ交代双一次形式またはエルミート形式とするとき，Vの線
形同形変換で重を保存するものの全体のなす群Gをそれぞれ　直交群ヨ斜交群ラユニタリ群と呼びラ
これらを環R上の古典群という。群Gの元でVの超平面を固定するものの全体の集合をSとおくと、
Sは群Gを生成する。σεSならばσ■1εSだからGの元σは有限個のSの元の積であらわされる。この
ような有限因子の個数の可能な最小数をσの長さという。このときヨσの長さの具体的な評価に関し
て。著者は次の結果を得ている。Gの元σによる固定部分加群はVの部分自由加群でその次元をdと
おく。
（1）Gが直交群のとき，Gの元σ≒1の長さはn－dまたは皿一d＋2である。
（2）Gが斜交群のとき、Gの元σ≒1の長さはn－dまたは孤一d＋！である。
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（3）Gがユニタリ群のときヨ＊をエルミート形式に付随した環Rの位数2の自已同形としたときヨ
環Rは単元θでθ＊＝一θをみたすものをもつとする。このとき，Gの元σ≒1の長さはn－dである。
　著者はさらにう（1）う（2）のとき雲σの長さがどのようなときにこれらの異なる値をとるかを詳わしく
調べている。
審　　査　　の　　要　　旨
　著者の得た定理は体上の直交群ラ斜交群の生成系に関するCart狐Dieud㎝nleの定理を半局所半遺
伝的整域で2を単元としてもつ環上の古典群に拡張したものでヨユニタリ群についてもこれらと類
似の性質が成り立つことを証明している。古典群の生成系に関する研究は現在までほとんど体上の
場合のみでヨ体でない可換環上の古典群の生成系の研究は著者が最初といってよい。著者は環Rの
極大イデアルによる剰余体上の古典群の元より環R上の古典群の元を調らべるなど独創的な方法に
よってヨ古典群の生成系の性質を詳わしく解析して、定理を一般化することに成功している。
　これらの結果と方法は曾さらに一般にヨデデキント環上の古典群の研究などにも応用されること
が可能でラ代数群や数論と関連した今後の古典群の研究に大きな貢献をなすものと期待されヨ高く
評価されている。
　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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